
 

名古屋市は、４～６月期の「高齢者施設等」職員への

PCR検査について、当初は、4月下旬から 6月下旬の 3

カ月間に―月 1回程度、期間中最大 2回までの実施計画

を国に報告していました。その後、「まん延防止等重点

措置区域」さらに「緊急事態宣言」発出と、さらなる感

染拡大が広がっている中、4 月 16 日に国より「更なる

ＰＣＲ検査の充実」を求める通知が出され、５月 10 日

に「新型コロナウイルス感染症に係る高齢者施設等職員

へのスクリーニング検査業務委託の実施について」を発

出し、5/11 受付開始から、6 月 30 日までの間、週 1 回―期間中 1 人最大 8 回のＰＣＲ検査実施を行うことを決

め、5月臨時市議会に提案された「補正予算」に組み込まれました。しかし、検査は「唾液による PCR検査」で

あり、申込を事業所単位で行い、検査キットによる各個人の自己採取を施設がとりまとめて検体送付となってい

ます。こうした面倒な対応・手続きを人員体制の脆弱な施設がそれぞれ自主的に行わなければなりません！ 前段

の 3月に市内全域の「高齢者施設等」対象に行われた同様の検査では、「対象 1,217施設、約 3万 8千人中、約半

数の 610施設―1万 7,844人」に留まっている結果が市議会で答弁されています！ 如何に定期的検査参加者を増

やすか？が課題です！    ↓愛知県が明らかにした「高齢者施設」における感染状況 
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